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１．研究計画の概要 
本研究は、2006年 2月に打ち上げられた「あ
かり」衛星を用いた大マジェラン星雲を含む
近傍銀河の赤外線観測から、近赤外から遠赤
外にわたる赤外線での基礎データベースを
構築し、銀河内での星間空間中分子雲から星
が生まれ、その星が進化し、晩期型星あるい
は超新星爆発として星間空間へ循環する銀
河内の物質進化を系統的な観測から解明す
ることを目的とする。 本研究は以下の２つ
の柱からなる。「あかり」の大規模サーベイ
の一つである大マジェラン星雲の観測デー
タの点光源及び微弱天体のカタログを作成
し、このデータと他波長のデータ（地上近赤
外線・電波・X線）との比較を行い、星生成、
進化末期の恒星進化、及び星間ダストの様々
な環境下での変質過程を統計的に解明する。
これと平行して、「あかり」の重点観測計画
の一つである近傍銀河の近赤外から遠赤外
にかけての広い赤外線域の観測データの解
析を行い、近傍銀河中での星生成・星間物質
の進化過程について、金属量の相違、星活動
度の相違、星間プラズマガスの影響を詳しく
解明することを目的とする。また、これらと
相補的な分光観測を Spitzer宇宙望遠鏡を用
いて行い、「あかり」観測結果とあわせて、
さらに星間物質の様々な環境下での振る舞
いについての詳細な解析を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
「あかり」大マジェラン雲大規模サーベイデ
ータ整約がほぼ終了し、約 100万個の点光源
についてのカタログの初版が用意された。こ
れに基づいた初期晩期型星からの質量放出
の研究も予定通り進んでいる。また分光サー

ベイによる生成したばかりの大質量星の抽
出も進め、大マジェラン雲中での二酸化炭素
氷の存在量が、我々の銀河より 2倍以上大き
いことを示した。この結果から星間雲中での
氷の化学に輻射場強度などの環境条件が大
きく影響していることを示した。また近傍銀
河の近傍銀河のデータ解析も行い、赤外線未
同定バンドのバンド比が楕円銀河あるいは
通常の銀河のハローで変化していることを
明瞭にしめした。 
 
３．現在までの達成度 
「あかり」観測データの整約が順調に進み、
初期成果も挙げている。カタログも初版が完
成しており、当初の計画以上に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
カタログ初版の内容を吟味し、改訂を行う。 
分光データについては、現在も取得中であり、
特に重なったスペクトルからの情報の抽出
方法を検討する。これらのデータ解析と平行
し、マゼラン雲中での質量放出及び若い星の
分布から物質循環について議論を行う。近傍
銀河について、特にハロー領域のダスト分布
について明らかにする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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